
 

 

ぶらり 
らいぶらりぃ 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

（書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問）ニュース映画について知りたい。 
 

答）検索端末の「なんでも検索」を使ってキーワード検索をしましょう。 

ニュース映画 ⇒ 795件ヒット。場所：開架に☑ ⇒ 11件ヒット 

『ＧＨＱ日本占領史 第１９巻』（210.76/A42/19 開架一般 000029871） 

『戦時期日本のメディア・イベント』（361.45/Ts36 開架一般 060001926） 

『ニュースカメラの見た激動の昭和』（210.7/N71 開架一般 000023928） 

『日本映画史 第２巻』（778/Sa85/2 開架一般 000031982） 
 

雑誌も調べてみましょう。 

場所：開架に☑ をはずし、雑誌に☑ ⇒ 313件ヒット 

『別冊一億人の昭和史  １９７７年４月』（210.7/B39/1977-4 閉架雑誌 160000511） 

『キネマ旬報 再建第３０号（昭和２３年３月１５日）』（778/Ki43/1948-3 閉架雑誌 

100012033） 

 

関連ワードの「日本ニュース」も調べてみましょう。画面左上の「🏠図書室トップ」を 

クリックし、トップ画面に移動します。 

「なんでも検索」日本ニュース ⇒ 613件ヒット。資料の種別：図書に☑ ⇒ 16件ヒット 

『ニュースカメラの見た激動の昭和』（210.7/N71 開架一般  000023928） 

『日本ニュース 戦中編（昭和 15-20 年）』（778/N71 地下書庫和図書  000040166） 
 

昭和館では 1階ニュースシアターにて、戦中・戦後の国民生活を記録した貴重なニュース 

映画を上映しております。また、５階の映像・音響室でも多くのニュース映画を端末にて 

ご覧いただけます。 

 

 

 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２５１ 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



 

 

子ども銀行 

～戦後の学校で行われたお金の教育～ 

戦後、激しいインフレを抑制
よくせい

し経済を再建するため、政府は国民へ貯蓄
ちょちく

を促
うなが

す政策を推進

しました。小・中学校でも遊びを通して子どもたちの貯蓄に対する関心を高め、実生活に即
そく

し

たお金の使い方を身につけさせるため、「子ども銀行」といわれる課外活動が行われるように 

なります。この活動は昭和 23年（1948）1月に大阪市の南
みなみ

大江
お お え

小学校で始まり、半年後には 

1500 あまりに数が増え、またたく間に全国に広がっていきました。 25 年には、 

2万 4千の子ども銀行が設置され、預金総額は 16億 8千万円にのぼったといわれています。 

当時刊行された『少年クラブ』（第 36 巻第 2 号（昭和 24 年 2 月）「子ども銀行を作ろう」）

や『女学生の友』（第 1 巻第 9 号（昭和 25 年 12 月）「日本銀行へ行く」）などの少年少女 

雑誌に各地の活動を取材した記事が掲載
けいさい

されていたことや、優秀
ゆうしゅう

な学校は「優良子ども 

銀行」として表 彰
ひょうしょう

されていたことからも、国や学校をあげて活動に取り組んでいたことが 

わかります。 

 子ども銀行は通学区域や学校単位で作られた子ども会ごとに支店が設けられ、すべての 

行員（支店長、支店長代理、窓口係、勘定
かんじょう

係、台帳係、連絡
れんらく

係）は高学年の子どもたちを 

中心に構成されていました。貯金事務も子どもたちが担っており、決められた営業日、営業 

時間におこづかいを持って校内の窓口へ行くと、預け入れや預金の引き出しを行うことが 

できました。集まったお金は親銀行と呼ばれる金融
きんゆう

機関に預けられ、預入期間などに 

応じて利子もつけられていました。 

 運営に関しては子どもたちの自主性が重んじられていましたが、学校で各学年に適した 

カリキュラムを実践
じっせん

し、親銀行が帳簿
ちょうぼ

の取り扱
あつか

い方やお金の計算の仕方などの実務指導を 

行うなど、大人たちも活動を支援
し え ん

していました。貯めたお金は学用品の購入
こうにゅう

や修学旅行の 

費用などに使われていたようです。 

 もうすぐ楽しいお正月。お年玉を楽しみにしている子どもたちも大勢いることでしょう。 

この機会におこづかいの使い方について考えてみるのもよいかもしれませんね。 

【参考文献】 

『教科外活動としてのこども銀行』（338/O57 閉架一般） 

『昭和 第 9巻 二万日の全記録』（210.7/Ko19/9 開架大型） 

『少年クラブ 第 36巻第 2 号（昭和 24年 2月）』（051/Sh96/36-2 閉架雑誌） 

『女学生の友 第１巻第 9号（昭和 25 年 12月）』（051/J61/1-9 閉架雑誌） 
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